basic fibroblast growth factor及びアルガトロバンの徐放作用を有する脳動脈瘤治療用ステントの開発 : In vitro研究とウサギ動脈瘤モデルでの評価 by Arai, Daisuke
Title
Development of a stent capable of the controlled release of
basic fibroblast growth factor and argatroban to treat cerebral
aneurysms : In vitro experiment and evaluation in a rabbit






Type Thesis or Dissertation
Textversionnone
Kyoto University
                
 
             








































                
      
 京都大学 博士（医 学） 氏名  新井 大輔 
論文題目 
Development of a stent capable of the controlled release of basic             
fibroblast growth factor and argatroban to treat cerebral aneurysms:  
In vitro experiment and evaluation in a rabbit aneurysm model 









そのためコイルと併用して flow diverter stentを使用することも報告されている。 
 脳動脈瘤治療用ステントの理想は、ステント内腔は抗血栓作用を有し、かつステント
外側の脳動脈瘤側は器質化促進作用を有することである。 



































 抗血栓薬であるアルガトロバンをステント内腔から、器質化促進薬である basic 
fibroblast growth factor（bFGF）をステント外側から徐放できるステントを設計し、
動脈瘤モデルで効果を検証した。 














  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、令和元年 6 月 12 日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
 
 
